WE LOVE OSAKA　大阪元気マガジン（仮称）
１　コンセプト
ターゲットは「府政だより」読まない層、届かない層！府政への興味・関心を高め、府の他の媒体にも目を向けてもらう。（ターゲットの中心は２０代～３０代）

そのために

★　インパクトのある表紙で手に取らせる

★　読みたくなるような、企画・編集（民間媒体とタイアップ）

★　確実に届ける配布方法　　　　　　　　　　　　　　　　　を提案をいただく

２　発行手法
○　プロポーザル方式
（媒体のコンセプトを除く媒体の企画・配布方法全て提案を受ける）
３　規格（案）
○　年2回発行Ａ４サイズ、１６ページ　１回１２．５万部
○　作成数：１２．５万部×２回(府内20～30代約250万人の１０％を対象)

４　新媒体の企画（案）
1p-
表紙
2p
目次

3p-8p
民間企画　ターゲットが興味・関心のある情報

（遊び、趣味、キャリア形成、子育て　など）
9p-13p
特集　大阪府が主張したい情報（地方分権　麻薬撲滅）
14p-15p
大阪府インフォメーション

16p
裏表紙（アンケートはがき・ご意見募集HP（効果測定）への誘導）
※　府の情報部分については、府ＨＰへ誘導する内容を記載
５　配布方法（案）
○　新聞未購読者の多い２０代・３０代を中心に配布を行う

・街頭における配布
・イベント・試写会・大学等における配布

・ローソンラック等での配置

６　タイアップ（案）
○　民間媒体のもつ情報の掲載・その部分の企画、編集（無料）
○　広告の掲載
７　費用
○　媒体制作・配布費用

初回制作費
400,000円
毎号企画制作費
1,100,000円×2回＝2,200,000円
印刷
3,375,000円×2回＝6,750,000円

配布
15,000円（2人分）×63回×2回=1,890,000円

小計
11,240,000円

消費税
562,000円

合計
11,802,000円

（委託料）


＜1冊当たり　47.2円＞
○　コンペ実施費用

（9,000円×3時間＋1,000円）×3人＝84,000円
（報償費）
費用計
11,886,000円
